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林:イミの騒音防止効果調査ff!J

防災第 1 研
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喜5 E言 h 干キホ:(立どのf'~LQrð え会ずるものて、あるか予知るためなり、葉樹林@スギ林鳴アカマ

ツ林などについと主主行なったび燃す?の予言主主将には白色1牝告を銭ì:lLだテープ L コゃ~タヘーをm い，

ζれそ林やLlと いで務官を先月e ず5 t}.，村、内で駁 ~7!: 1./ベノレiß誠絞してゆく状況をH})"j~騒音~'tで担 i定した。

γim~として然林法で同様の測定告げない1 f!'irJ派定について資源から河口許;絞め所の限定レベノレの殺を

求めて s 林 ilj-?í-， li員 1総にXJt'L~'、ずる材;ヰ;による駁涜及員主主;設を導いた。

治!tr.Tf~ま ;{.:r:! :J {-と件，ttjがな L 、 JM千三 tとも， -If~[[~ から総れるにつれては主主~r.:減袋するが，林水があればさ

らに余分に ;lr1夜、ずる絞)'の紙Ðl/i tJらこのK~~~'さまから滋ffJ lこ 5]'、された。林;木のこの Y~Jt1 (，ζ~ :j: i 1L::l-:f<?n史@

校下.下j議総日などが関係していると認められる。林木による滋'IITJiX:~ミ愛はそれほど大きなものマ

はなく，林4i? とし --cの隔が1えし、樹木~rt さは也特別の保育や'-f:;入れミモしないf{Eü ~ j渓匁z芯:健際号との続ず管H妨7止h、J止i

!f粍Hば土まあ〉まりき誌沼1担1 めえなtいようである伊

まえかさ

七、る. !夜t'-f~" ~土木来ぷ υJ 命保語1jHと ri いて

ともない， ;6'~1良心級なも公Jt干のω 混として愛犬なf1.jj)_[Û ，となって

うべき注'l'{のものであ忍が，メ6首撚 r);Jの綴??Aなどは

ヰ戸 '!前1Jjj(での対策がお針!なのiJ.q5i~決である。したがって，現実の々::1芯♂とでは，

!践すいて jレを低下さサる手段も必要である允め，総その他0) !~il: i，f~:物によるしゃ音対策が…般に行なわれて

きていおコi!i}f(~)勺ぷをな交i却を践の発遂につれて，活環境岳おける託子i iノベ Jレは j~J干の ー泌を?たどって

いるため，級官 r)]JL)jST~のムっとして，森林あるいは樹木訴の機能がに~吋J、 iζ ィitfl されるようになっ/ご o

森林の総長!め l仁子!êfnlとづいてば， p)Tfr林という名手"]'\ú'i.示すようにすぢくから総合、的:じ森林は騒音の rV5

tJ二 ~Cζî:効てておる」考えられていた<~，うヴーらるが，

されたものがきわめてのない:上うである η 者 5n'f門の公 i 認 a 絞W;な

l立， [1]凡では公表

かな

ノ されでし、るが，いずれも 3 樹林j楓内各所の滋背レベル，1:周辺の滋迄レベルとをfjlt

したものであるため，村木?とよる綴T'fi;&良送会 fl脱出とする i誌を?には， ifi授の絞卒、!と L.Jて不fjJl]することは協

滋ごあおコとのよ与な潟iたにあるため，実際のJ~ill-:ß.:r /~h;誌を jjf一巡する研究者や技術者からは，自選 i'T対策とし

での林;本は， tq， !iYrによる心t1XJrJ劾 J.ftはある iとしても，旅誌な滅滋夕、1染!ま 1沼待できず，

をさtlえ. JJUえる t，\L交のものとみられているようであゐ。

]骨731f6 Jj 9 H ~主tJ'jl

(1) [ザ7 手7f氾
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以とのような現状からみて，林水の騒音防止:f~閣の概要を， r~勺、 lζ j[: 設が'1~と明らかにする乙とが必裂と

考え，昭和46if皮から '~H~i交に努手することにした。この調査は現在進行r41 -であって， !*:木の綴すt滅表若者:14民

の解貯を行なっ段階lこはまだ去っていないが， (.、くつかの誠夜や~がえられたので 9 とりあ )-

してずえノたするとと lどした。

認ままにあたって孫々ど使:Pr在、おはかりいただい

寄金見!の関係各{j~l: 1 および日色紙t~~iーの録音に使笠そ供与された林業まえ自主場木材記11物現研究主Jζ深く感謝す泊る

ものである。なお，この澗登を行なったのは経Li I1.忠治ー松岡rth~f~ • 河合英二 R 佼イ自民夫 e 石川政 "1';-どある。

調査方法

この潟査では，地 jj:てさと立する t-**を堺・ J:. :1flなどのしゃ音構造物lと対応する粉体と見なし，林;;fçによ

る騒ぎ減表効 ~Zが定渇tHむとどの程度のものであるかを，秘話的 ~C解明するとと在日約とした。

1. 騒蜜源

一般の騒{:~"?5吉小、隠としてはー各種の交 .ì}(r機関. _[ニ不透設工事 e 航京機旬工i誌なと多数あるが，それぞれ

ごとに異なっている。したがって， mðJ資 8í汚からみて，特定

の背;括{からの吸i?を対象とするのはかならずしもi盗致でないと診え9il、総として (:1色雑務を採用すること

1とした。 F~J f(:;雑音と lふ波形のくり返しのない音で p ある周波数約闘にわたって 1 サイク Jレあたりのエネ

ルギーが言べて/37A しいもので，!ムいj，'，Jit.数持域をもっ衝:京11tの j混合からなり，ある 11引司の平均としてエネ

Jレぷ一分析Jが均一になっている 3 総イ市

;1~Jj計:郊の (í依頼t 高の-('1'日えはつぎのガ i去によった。雑 r~-' 1"f~' _:Zj'発生器(ワオン SF目。4;:;;0. 20 .," 20, 000 Hz) 

の 2 秒間!断続白色雑音モテープレコ h ダー(ナショナ jレ R5-255 ~ 50 _'.' 10, 000 狂的 lこ i誌をし， その

の調子主対象 ff/1W としたコとの {ý?J}Y 1Jλ らの?ミの路氏レベルは， 3:)ß.ftt!長室外においてスピーカ，._.~

から 5111 の f立i誌で 77 ホン (A) である。

2 綴昔話;HIJ定器

騒背 l立穏をレベJレとして)E '}~i (.1"J ~こ表現される c 騒音レベルとはー正i そ JIS C 1502 Iこ定める指示iÎ長昔前年

で測íl:して得られるホン数のととである c 思議~7ifj: ~}1-1.こはj\ 'B 年 C の3t~f性をもっ際感補正 rI:::J路があり》乙

れらの rt1 で A特性liill犯が人の臆Jt芸にもっとも近似したiWJ íf: lU'jそ与えるので， JIS Z 8731 では騒斉レベル

そ!点WJ としてA特院で測るととに定めている。

との調主までは， }15 :i@i)行の指示綴首言 t (1) ，t ン NA -09 jl,'[ 35 戸 .130 ;-J、ン 31. 5. , 8, 000 Hz) を使mL ，

レベ jレをお1 っーて含 Ltilj定備をホン (A) tþl{立で表わした。なお，測定した騒1ff 1ノベル'およびそ

0)三|ムむ?憶はすべて小数点以下与を p9 ，h1n王入した。

:1. 鵠査対象林分

級官Fの伝燦!と{主主由形の影響力元大きいので，対象林分はS]ZJtlHヰ:こ限定したの湖幸子件、分は多様な林木構成の

ものを包訴するよう選定!とつとめたが，立地条件のほかに周辺の騒音レベルからも制約そうけるので， "問

弁、 iこ適した志半分長選ぶことは予想:l以上。;と臨郊であった。この一似合

りである。

.1. 測定方法

すべての測定にわたって， Aマ，gであるテ_..-プレー l ーダーのスピ カーと， ，約音レベル測定Hlの指示綴背
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ともどJな1， 1.2 rn としたち11l()) ".7 イクロホンの ifij Lミイ"，

子、下山手記よ'lt~寸前の trJ)ょ:はっさしi) 仁っ;と 'Y'i~i;;: '~~'， .;-:: (, 

ヌ、人 ω カ，...- ~2 ++: W): ;とだい fごし\n;;( 1Jj (/) :IlJ さ iど炊い;へ夕、!雪之?ょうトの .1t::jとまから j待外へ 5m (i)伶 ι 戸、出1そ i?_1:

線上で会合協 l 測ふとし，ド枠内へ 10m ごとに1~:; 2 ・12.] "九そのノ:;:.lj支(\レベ Jレし})itiJJ *({ ':~，二 L た 1

ても主tf;:tfO) }>をイ手伝'L'刀、で制似のおのおの 1m のはで!D'td.::?f' 11jjtかちの:i~ 3 と illペ it:測fIJ3J設 ;r十汗

2 つの ;ì~U ?f~ .fiHl 0，コエド均をもぺで材、内三千路線におけるいi71 レベ JレとしT 
、.，

は ， ;W!帝京が料:総とfJF[ うと 2 イ~\1て測 L7\:: ，) ;--:. (ノ〉と料切りが i!JJiJ'おな、分については，グIJ

よ〉ゥだの Yc' t iWj f 三 bミj1ì :J) ItJ] きかりノjp[ パザれる主義 i97 ち!J::じたが， 休句没勺18:4誌は長ノで 100m 絞j交てt

後力支林会式 iC iiM:f守(~)場合との Yょ f(" 仁視しずこに

jノドト可決!J Jtfn'i と対 IT({ さーなる-t""め，ト干、広がなし、 j込とて》判祝杯分付近の主主1:伯作物のなし、ぜ!などでま

泌lからの li(P際どよる思議??レベ Jレ心プシ{じさ. 1，二ノlf?'}~で{1p.))t~ した p この測定はお!l iとっし、て ;1) i;~ < と卒、

11'ií うた総しイニ ι

ト、 Zi!の名ìWりiザごとに令 L乱[r.[陪

林ヨドによる騒音者;1謀者受畿の主主め方:). 

， :1必{からの以ζ対応 j る級氏、/ベんしDイを I 対数万収紙iこ会議 f"t十本分についての iむの Üli] ií: '了 J

ぐ者;記入い2.~ -tこ，十人、本ν〉なし、対立イ干の対限付もあわせてお入ずる。 li同容それJぞれについて，

和:を、lιy片山 υで I111 絞らするぐつろ、にき斉im~からの谷正8~~~~ ，;ζ づいて~. 1 i 山tt.l ，tJ，f~ rm 0) NJi -W?i~ レベ/レ U) 6:任以!Lで絞み

こり p 小数点以下任問五人したを，外;ノ{こに土、設計台北]，"ぇ iii と !j~l.むしたο この操作心一(刊を以11 :コ J'ず p

阪には7:~!j~($ };\i 疫がカ A らコ tf(l) il~慨によヘ〉減夜ヌT."，j" 3"j[，治線?t2~比4況のために犯人、しずこ。脳 0' はイーヘ級

;C:f::昨日こ店主一書物がはし吋持行、 lとも、 {Ti:.r支の立会 )L，ドーのグのためのによる;域安タノ八、丸心分 j二次による

之，および出iIü(/) !lt-z -.t;!ーなど心だめこはだれと減，ì;:::tずる。 C， ;(l ら 0) f:j ~{:; 
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減衰のなかで，師、隣による減裂がもっとも大きく作用している。音源からの災 1線 dο ‘ d の 2 点、の続苦手レベ

ルを L". La とすれば， ~8織による械設援は予ヱ主詰誌が:Hと

Lo-Ld=20 lOgl� (dfdo) 

と表わされる。凶 1 の距離による減夜長i線はこの式によってH!iいたものである。

調査結果

i調問査の結泉えられた林木;にζJよ:る騒?古3

した騒高苛1 レベノ凡Lレ/と H椴禁騒造のレベJルレとぱの〕芝差Eが 10 ホン (A) :3未長i溺宮尚i の tも〉の lはま， すべてどミ却することにして言えから

除外したひとこでil者騒高とは，ある場所で特定の首長対象として考える場合 ~C~ 対象の苗がないときのそ

の場所の詰造活をいしら対象の音と l情際音のレベルのノ去が 10* ン未満になると，駁青討の指示倍長補)てしで

も，対象の音のレベルはIヒ椛には;求められないからである ο

4むの語読苦;一減衰最のうちで“一"約二号のついてし、るものは，その l議所では綴ち二が減哀しないでr 反対に騒

音レベルが増1111 したことを示レている c

林木の騒音防i仁機能:そを論議するためには，調査例ば少なすぎるがp 表 2 の測定結巣のil{G閣内では，一応，

つぎの ζ とがいえるようである。

総列のはっきりした同じ林分について，高の{i:~j'k:JÏ fÍ:T]が植手 1]1乙平行の 1場合と桜î)iiJ ，こ斜交ずる場合、を比較

すると， ji本木による騒音減表選l対立羽Hご斜交の場合lと明らかにさ予くなる。

?な*筏皮のi高い*永fぶ校ド高の低い林分，およ 、林分;む[録音減衰E立が多くなる傾向が

認められる。反対l乙立木密度の低い;];1ψ)'~C ， 校 H:Sがf、ij くド続摘と立の少ない場合 (jオ分 No， 7， 15, 16) 

には，騒音減衰誌は全般に少なく，とくに林内係機 30m 程度までの続出では1泳三ドによる騒714の減主主を期

待できないと思われる。

騒音減衰震には樹漆による差はほとんど認められないようである。

落葉郊の;þド *0)場f'tij)林分 No， 20， 21 であるが~ ~lJ.査官減衰 ill~ま特 lと少ない部類にはいっている c このこ

とは，林木の騒音防 Lt 機能のなかで:主どの占める位援を示唆しているように，\H、われる。

表の騒;干減益f議毛、概観ずる(~， ~ • 'AJt~8'~Hといって、騒音の防止を?午過の林分に嫁持するのには》少なくと

も 20m 税度以 [:(1) 林格中高が必言語のようで， ない限りは，この程度以上の**

オ:若手句でなければ，実際的 ts..騒音減哀効栄は現われないのではないかと考えられる c
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No. 樹 0r TE J住

ス 勺ピ

16 .1 アカカのシ， 千葉市~Ef:l IHJ
クザ

ヒ / }下 i ， :σコ ふ 5 ヲ 6.3 
ITイ主Fよ ~LJ凬t;f�lJ 

ヒサカヰ I 1, 067 1.4 

アカマツ 7�l 1-'1. 1 9.5 
1p il安城県十:.E lliJ18 1 

ク究キ: 57 ~1. 0 

アカマツ 、， 214 I 14 合 2 10.3 1. 5 多

ノ\ンノ

ザョウブ， ! 6, 486 1‘ 9 
ノリウツギ

4υ、 I コて:r 7 , 
クヌギ

1.3 

コナラ，
クヌギ〉 ﾍ1657 10. J 5 , 1 i 

21 エゴノキ
~ ~t" 1 ゐ

4.3 

まえ 2. 林水による総責辞書夜:議(ホン (A))
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